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未
完
の
独
立
宣
言

２
・
８
朝
鮮
独
立
宣
言
か
ら
１
０
０
年

在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

編

�

◆
四
六
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・
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０
頁
・
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体
２
５
０
０
円

独
立
を
宣
言
す
る
と
は
い
か
な
る
営
み
か
。

現
代
に
も
届
く
そ
の
力
を
、
多
角
的
に
考
察
す
る
。

１
９
１
９
年
２
月
８
日
、
東
京
・
在
日
本
東
京
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
館
（
現
・
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
、
朝
鮮
人
留

学
生
た
ち
に
よ
っ
て
世
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
「
２
・
８
朝
鮮
独
立
宣
言
」。
宣
言
を
主
導
し
た
留
学
生
た
ち
の
活
躍
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
、
当
時
の
植
民
地
統
治
の
あ
り
よ
う
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
視
点
な
ど
を
多
角
的
に
考

究
し
、
現
在
も
尽
き
せ
ぬ
宣
言
の
力
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
巻
末
に
は
２
・
８
独
立
宣
言
、
３
・
１
独
立
宣
言
の
日
韓
対

訳
と
関
連
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
付
し
た
。
寄
稿
者
＝
小
野
容
照
、
尹
慶
老
、
波
多
野
節
子
、
宋
連
玉
、
裵
姈
美
、
太
田
哲
男
、

松
田
利
彦
、
徐
正
敏
、
金
興
洙
、
李
省
展
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ピ
ロ
、
金
性
済
、
佐
藤
飛
文
、
佐
藤
信
行
、
田
附
和
久
。

●
関
連
の
既
刊
書

韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
受
難
と
抵
抗　
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韓
国
キ
リ
ス
ト
教
史
１
９
１
９
―
４
５　
韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
編
／
蔵
田
雅
彦
・
韓
皙
羲
訳

日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
資
料
Ⅱ�

◆
Ａ
５
判
・
８
８
０
頁
・
本
体
１
４
０
０
０
円

１
９
２
２
―
１
９
４
５　
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
編 12

月
23
日
発
売



話題の新刊

組織神学 第一巻
� ◆A5判・本体 9000 円

ヴォルフハルト・パネンベルク／佐々木勝彦訳
モルトマンと共にバルト後の神学界を主導したパネンベルク。
その主著『組織神学』全三巻（1988―93）は長らく邦訳が待たれていたが、
ここについに刊行開始。キリスト教の真理要求を保持しつつ、歴史的
省察と体系的省察とを絶えず結合し貫徹しようとする批判的・方法的意識に貫かれた叙
述。第一巻では組織神学の本質、キリスト教の真理性の意味、神論を徹底的に論ずる。

● 9 月刊行

荊冠の神学　被差別部落解放とキリスト教
栗林輝夫� ◆Ａ 5判・545 頁・本体 7800 円

差別を発生させる文化的・社会的メカニズムを精緻に分析し、その批判
と克服のためのキリスト教的視座を確立した、日本における解放神学の
記念碑的著作。

新約聖書神学Ⅰ　ブルトマン著作集３
R・ブルトマン／川端純四郎訳� ◆Ａ 5判・232 頁・本体 5000 円
20 世紀聖書学の代表的業績の完訳。第１巻は「新約聖書神学の前提と
動機」。イエスの告知と原始教団のケリュグマを歴史学的に解明。
『新約聖書神学Ⅱ』は既にオンデマンド化済み、Ⅲは在庫あり。

● 12 月新規オンデマンド化２点！

主は偕
と も

にあり　田中遵聖説教集

田中遵
じゅんせい

聖／解説・神藏美子［写真家］� ◆A5判・本体 3000 円

直木賞作家・田中小実昌の父にして、独立教会「アサ会」の牧師であっ
た田中遵聖。長らく眠っていたその礼拝説教集をここに完全復刊。小
説『アメン父』『ポロポロ』などをつうじて断片的に知られるのみだった
自由で無類な信仰が、「受け」「奪い」「直接する」など独自の表現とと

もに蘇る。新たに写真家・神藏美子による解説を収録するほか、カラー口絵 4頁を付す。

● 10 月刊行



1 月以降の出版予定から

● 11 月に出た本と雑誌

第
二
コ
リ
ン
ト
書　
10
―
13
章

佐
竹
明
著�

【
現
代
新
約
注
解
全
書
】

緻
密
を
極
め
た
世
界
最
高
水
準
の
第
二

コ
リ
ン
ト
書
注
解
、
待
望
の
第
2
回
配

本
。
10
章
か
ら
13
章
は
、
パ
ウ
ロ
を
中

傷
し
て
コ
リ
ン
ト
教
会
を
混
乱
に
陥
れ

た
巡
回
伝
道
者
ら
論
敵
の
言
い
分
に
対

し
、
使
徒
は
た
だ
主
の
み
を
誇
る
べ
き

こ
と
、
ま
た
使
徒
が
苦
難
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
語
り
、
偽

使
徒
を
退
け
る
よ
う
説
く
。
ま
た
第
三
の
天
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
自
ら
の
体
験
を
語
り
つ
つ
、「
弱
さ
を
誇
る
」
と
語
る
。

パ
ウ
ロ
神
学
の
核
心
を
究
明
す
る
。
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【
関
連
の
既
刊
書
】

第
二
コ
リ
ン
ト
書　
8
―
9
章

エ
ル
サ
レ
ム
教
会
への
献
金
問
題
を
中
心
と
す
る
重
要
個
所
。

佐
竹
明
著�

◆
Ａ
5
判
・
本
体
７
０
０
０
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福
音
と
世
界
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12
月
号
　
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
再
考

寄
稿
者
：
白
石
嘉
治
、
堅
田
香
緒
里
、
生
田
武
志
、
大
野
英
士
、
塩
原

良
和
、
河
口
和
也
／
浜
邦
彦
／
土
井
健
司
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

ヤ
ン
、
山
口
政
隆
、
辻
学
、
内
田
樹
、
石
井
光
太
、
松
本

あ
ず
さ
、
長
谷
川
修
一
、
佐
藤
優

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ァ
ノ
ー
著
／
東
方
敬
信
・
田
上
雅
徳
訳

政
治
神
学
の
想
像
力
［
仮
題
］

国
家
・
市
民
社
会
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
を
支
配
す
る
規
律
化
さ
れ
た
想
像
力
を

剔
抉
し
、
も
う
一つ
の
想
像
力
を
キ
リ
ス
ト
教
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
回
復
し
よ
う
と
す
る

試
み
。
現
代
世
界
を
席
巻
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
キ
リ
ス
ト
教
は
い
か
に
対
抗
す

る
の
か
。
そ
の
可
能
性
を
探
る
新
た
な
政
治
神
学
。�

◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

芦
名
定
道
著

現
代
神
学
の
冒
険
　
新
し
い
海
図
を
求
め
て

『
福
音
と
世
界
』
に
3
年
に
わ
た
って
連
載
さ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
論
考
の
単
行
本
化
。
断

片
化・局
在
化
を
深
め
て
見
通
し
難
い
現
代
神
学
の
動
向
を
「
拡
張
さ
れ
た
自
然
神
学
」

と
い
う
観
点
か
ら
鋭
利
に
分
析
し
、
神
学
が
真
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
群
を
提
示
し
た

必
読
の
書
。�
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ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ー
バ
ー
著
／
佐
藤
司
郎
・
木
部
尚
志
・
小
嶋
大
造
訳

正
義
と
法
　
キ
リ
ス
ト
教
法
倫
理
の
基
本
線
［
仮
題
］

わ
れ
わ
れ
の
全
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
法
。
正
し
い
法
と
は
何
か
、
法
と
倫
理
あ
る
い

は
正
義
と
法
は
い
か
に
関
係
す
る
の
か
。
法
の
神
学
的
基
礎
を
探
り
、
人
権
を
最
重
要

価
値
と
し
て
、
複
雑
な
現
代
世
界
に
お
け
る
法
治
国
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ
る
。
著

者
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
の
泰
斗
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
監
督
、
ま
た
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の

指
導
的
神
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
待
望
の
邦
訳
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
９
５
０
０
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料���

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０20年

1

【
書
評
】
宮
田
光
雄
『
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
』�

…
…
…
柳
父
圀
近

【
追
悼
】
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ル
ツ
教
授
の
死
を
悼
む�

…
佐�

藤�

研

【
注
目
の
連
載
】

◆
く
ま
さ
ん
の
シ
ネ
マ
め
ぐ
り�

1�

…
…
…
…
…
好
井
裕
明

◆
教
父
学
入
門�

5�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
井
健
司

◆
バ
ビ
ロ
ン
の
路
上
で�

10�

…
…
…
…
…
…
マ
ニュエ
ル
・
ヤ
ン

◆
神
の
酒�

10�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
井
光
太

◆
新
約
釈
義　

テ
ト
ス
書�

10�

…
…
…
…
…
…
辻　
　

学

◆
福
音
書
記
者
た
ち
の
饗
宴�

13�

…
…
…
…
松
本
あ
ず
さ

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界�

13�

…
…
…
…
長
谷
川
修
一

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論�

57�

…
…
…
…
…
内�

田�

樹

神
秘
主
義
の
系
譜
と
可
能
性�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鶴
岡
賀
雄

神
秘
主
義
が
照
ら
す
現
代
世
界�　
　
　
　
　
　
　
　

村
澤
真
保
呂

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
善
用
あ
る
い
は「
復
活
の
復
活
」

の
た
め
に
―
―
政
治
神
学
的
覚
書�

　
　
　
　 

田
崎
英
明

グ
ス
タ
フ
・
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
は
わ
た
し
だ

　
―
―�

永
遠
は
永
遠
じ
ゃ
な
い
、い
ま
こ
そ�　
　 

栗  

原  

康

闇
を
引
き
受
け
る
こ
と

　
―
―
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
の
神
秘
思
想�

　
　
　
　 

佐
藤
紀
子

ベ
ギ
ン
ホ
フ
と
「
神
秘
主
義
」
の
女
性
た
ち

　
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
古
層
か
ら�　
　
　
　
　
　 

上
條
敏
子

●
当
初
は
夏
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
た
『
未
完

の
独
立
宣
言
─
─
2
・
8
朝
鮮
独
立
宣
言
か
ら

１
０
０
年
』（
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
編
）、
一
二

月
二
三
日
に
よ
う
や
く
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
。
か
つ
て
、
植
民
地
宗
主
国
た
る
日

本
の
首
都
・
東
京
で
、
在
日
本
東
京
朝
鮮
基
督

教
青
年
会
（
現
・
在
日
本
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
の
会

館
を
舞
台
に
、
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
が
独
立
を

宣
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
〇
周
年
を
記

念
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
連
続
講
座
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
内
容
を
収
録
し
た
こ
の
一
冊
は
、
教
科

書
や
副
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
ほ
し
い
と
の

意
図
を
こ
め
た
、
て
い
ね
い
な
記
述
に
よ
る
ハ

ン
デ
ィ
な
本
に
仕
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
み
な
さ

ま
の
も
と
に
お
届
け
で
き
る
の
が
い
ま
か
ら
楽

し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。
編
集
過
程
で
個
人
的
に

興
味
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
独
立
を
宣
言
す
る
と

い
う
営
み
じ
た
い
の
も
つ
行パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ

為
遂
行
的
な
力
で

す
。
か
つ
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
は
ア
メ
リ
カ

独
立
宣
言
を
、
統
治
の
根
拠
を
自
己
言
及
的
に

措
定
す
る
効
果
を
も
つ
行
為
遂
行
と
し
て
分
析

し
ま
し
た
。
で
は
、
そ
れ
に
比
し
て
、
二
・
八

独
立
宣
言
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
二
・
八
宣
言

は
、
三
・
一
独
立
運
動
に
影
響
を
あ
た
え
た
と

は
い
え
、
実
際
上
は
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
と
な
り

ま
し
た
。
で
す
が
そ
こ
で
語
ら
れ
た
声
は
、
植

民
地
支
配
の
根
拠
を
断
ち
切
る
斧
、
い
わ
ば

遂ア
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ

行
中
断
的
な
も
の
と
し
て
、
い
ま
も
こ
だ
ま

し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

じ
っ
さ
い
同
書
で
は
、
か
つ
て
の
植
民
地
支
配

の
実
態
か
ら
逆
照
射
さ
れ
る
い
ま
の
日
本
社
会

の
ゆ
が
み
と
、
そ
れ
に
た
い
し
て
二
・
八
宣
言

の
も
つ
現
在
的
意
義
が
説
得
的
に
論
じ
ら
れ
ま

す
。
か
つ
て
の
帝
国
主
義
さ
な
が
ら
の
言
説
が

そ
こ
か
し
こ
で
蘇
り
つ
つ
あ
る
い
ま
、
斧
を
手

に
取
り
そ
れ
ら
を
一
掃
す
べ
く
、
わ
た
し
た
ち

は
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。（
堀
）

●
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
司
式
し
た
東
京
ド
ー

ム
の
ミ
サ
に
出
席
し
ま
し
た
。
私
は
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
信
徒
で
す
が
出
版
社
の
枠
で
招
い
て

も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。
会
場
に
は
仏
教
の
僧
侶

も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
説
教
の
中
で
教

皇
は
、
日
本
は
経
済
的
に
は
豊
か
だ
が
多
く
の

人
が
自
分
の
存
在
意
味
を
見
出
せ
ず
、
ま
た
社

会
か
ら
の
孤
立
感
を
感
じ
て
い
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
家
庭
や
学
校
は
一
人
一
人
が
支
え
ら
れ
、

ま
た
他
者
を
支
え
る
場
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、

利
益
と
効
率
を
追
求
す
る
過
剰
な
競
争
意
識
に

よ
っ
て
傷
つ
い
て
い
る
と
も
。
天
地
創
造
と
山

上
の
説
教
に
触
れ
つ
つ
「
障
が
い
を
持
つ
人
や

弱
い
人
は
、
愛
す
る
に
値
し
な
い
の
で
す
か
。

よ
そ
か
ら
来
た
人
、
病
気
の
人
、
牢
に
い
る
人

は
、
愛
す
る
に
値
し
な
い
の
で
す
か
」
と
問
い

か
け
、
教
会
は
傷
つ
い
た
人
を
癒
や
し
、
和
解

と
ゆ
る
し
の
道
を
常
に
示
す
野
戦
病
院
と
な
ろ

う
、
と
訴
え
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。（
小
林
）

特
集
： 

神
秘
主
義
の
力


